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【所在】並木町 2-1-10
【創業】昭和 21 年

「誰も手を出さないニッチな市場」
を追い求めており、主にカラメル、
粉末食品、冷凍食品を企業向けに製
造しています。コーラ飲料やプリン
のカラメル、コーンスープなど、皆
さまの身近な食べ物に仙波糖化工業
の技術が使われています。
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真
岡
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コ
ロ
ナ
禍
前
は
、
旅
行
が
好
き
で
よ
く

出
か
け
て
い
ま
し
た
。
長
期
休
暇
や
有
給

休
暇
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使
い
、海
外
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
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に
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あ
り
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
か
ら
は
、
県

内
で
お
い
し
い
ご
飯
屋
さ
ん
巡
り
を
し
て

い
ま
す
。

今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

経
理
は
目
立
つ
部
署
で
は
な
い
で
す

が
、
縁
の
下
の
力
持
ち
と
し
て
会
社
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
で
す
。

会社HP

職
場
の
雰
囲
気
は
ど
う
で
す
か
？

　

私
の
勤
め
る
本
社
の
雰
囲
気
は
、
と
て

も
良
い
で
す
。
同
僚
や
上
司
も
話
し
や
す

く
、
風
通
し
が
良
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

本社事業所（並木町）の同僚です 中国福建省の現地スタッフと 少し足を延ばして
上海の夜景も楽しみました

（13）広報もおか（13）広報もおか

　二宮尊徳翁が活躍した江戸時代の有機無農薬栽培をモデ
ルにした米づくり体験事業が始まりました。参加者たちは、
慣れない田んぼに足元を取られ転びそうになりながらも、
1 株ずつ丁寧に植え、田植えを楽しみました。今後は、かか
しづくりや稲刈りを行い、11 月には収穫祭を行う予定です。

  ノルディックウォーキングは、ポールを使って歩く運動で、
足膝への負担を抑えるとともに、全身を効率的に動かすこ
とができます。正しい歩き方や効果的な体の動かし方など
を講師から教わりながら、井頭公園をウォーキングしまし
た。初夏の爽やかな木漏れ日の中、心地よい汗を流しました。

 おいしいカレーを食べてみんなに元気になってもらお
うと“まちつく”と“真岡まちづくり株式会社”の共同企
画で開催され、市内外から11店が出店しました。牛タン
カレーやカレー焼きうどん、カレーパンなどさまざまな
カレーが並び、来場者は各店自慢のカレーを楽しみました。

　講座では、テントの設営方法や災害時でも活用できるポリ
袋を使ったカレーなどを学びました。子どもたちはアドバイ
スを聞きながら、真剣な表情で調理を進め、出来上がるとポ
リ袋で作ったとは思えないおいしさに驚いていました。最
後にぶんぶんゴマをみんなで作り、楽しい 1 日となりました。


